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研究成果の概要（和文）：　本研究では、潜在的保険購入者の保険に対する選好の異質性と支払い意志額とを推
計することにより、CBHI の契約内容に対する需要を評価し、より多くの保険需要者が購入し易い医療保険契約
を設計することを目的とした研究を行った。そのために、現行のCBHIプログラムに代わる慢性的疾病や民間の開
業医のサービスも含め新しいスキームに対する支払い意思額の推計を行うと同時に、これらの項目を追加した場
合の費用を推計した。
　その結果、慢性的疾病を保険でカバーし、民間の開業医をもサービス・プロバイダーに含め、保険の運営方法
を改善することにより、持続可能なCBHIを運営できることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：     This study aims to investigate the possibility of increasing take-up 
rate by introducing a new scheme of CBHI including treatment of chronic diseases and medical service
 by pricvate clinic.For that purpose, we conducted a field survey to collect the data and 
information in rural Cambodia, and estimated willingness to pay for the new cheme by using latent 
class model and the cost to implementit.  
     The results show that we can provide a sustainable CBHI scheme including treatment of chronic 
diseases, medical service of private clinic, and improvemet of insurance management.  

研究分野：開発経済学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、カンボジアを対象に、貧困層を対象にした医療保険の加入率を高める可能性のある代替的な貧困層
向け医療保険のスキームを被験者に提示し、彼らの支払い意思額を、選択的実験の手法を用いて推計すると同時
に、その費用を計測することにより、既存のプログラムには含まれていない、慢性的疾病の治療と個人開業医に
よる診療を保険でカバーできるようにすることで、潜在的保険需要者の加入率が高まる可能性があることを明ら
かにした。このような研究結果は、貧困層向け医療保険への加入率を上昇させるためには、現行の医療保険制度
の改善方向を提示できた点は、途上国の社会開発セクターの発展に寄与するものであると考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
途上国における貧困家計は、予期できないショックに対してインフォーマルな保険制度によ

り対応しているが、完全にはショックによる損失を補填できていない。この点を補うため、途上

国政府や援助機関は種々の有料小口保険を普及させようとしているが、普及率は依然として低

いままである。 

病気・怪我等の疾病に対する小口保険については、すでに多くの研究が行われている。保険購

入の決定因（保険を購入しない要因）については、過去の経験（Harms,2011、三輪・福井、2015）,

保険料水準（Dercon et al.,2012）、リスク回避（Ito and Kono,2010; Harms op cit.、三輪・福

井、同上）、双曲的時間選好（Ito and Kono,op cit.、三輪・福井、同上）、資産・教育等の家計

特性（三輪・福井、2015）、保険の運営機関や医療機関、医療施設への不信（Dercon et 

al.,2012;Harms, op cit.）などの要素が指摘されている。 

しかし、CBHIの購入者を増やすためには、潜在的顧客に購入の誘因を与える保険契約の属性

を明らかにする必要がある。このような視点から、少ないながらも、いくつかの研究が行われて

いるが（Bonan et al.,2015;Dror et al.,2006; Harms, op cit.）、これらは、CBHIの種々の属性

（医療サービスの内容、契約医療機関、運営方法など）のうち一つの属性にのみ着目したもので

あり、最適な保険契約をデザインするには、属性の束として保険契約を考える必要がある。 

このような研究状況を考慮し、潜在的保険購入者が CBHI の異なる属性に対する需要を評価

することにより、受け入れ易い保険のスキームを決定するような離散選択実験の手法を援用す

ることが一つの対処法である。また、被験者の異なる属性に対する支払い意志額を推計する手法

としては、一般にコンジョイント法が用いられるが、この手法では、これまでのフィールド調査

から、その重要性が明らかとなっている潜在的購入者の社会的・人口学的特性の異質性を考慮す

ることができない。たとえば、カンボジア農村部では、強い社会的ネットワークを持っていたり、

極端に貧しいか比較的豊かであると、小口保険の購入に積極的でない傾向がある（Miwa and 

Fukui,2015; Fukui,Inada and Nakao,2015）。インドでも、ネットワークの影響は明らかでは

ないものの、カースト、宗教や教育、年齢、性別などの家計特性が保険の購入に影響する傾向が

あることがわかっている(Takashino and Fukui,2015)。 
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２．研究の目的 

本研究では、以上の点を考慮し、バングラデシュ（当初はインド）、カンボジアを対象に、潜

在的保険購入者の特性の異質性を考慮した潜在クラスモデル（Latent Class Model;LCM）を用

いて、異なる特性を持つグループごとに保険スキームの各属性に対する支払い意志額を推計し、

保険スキームの多様な特性を持つグループに適した多様な保険スキームの設計を考案すること

を第一の課題とする。当初、インドとカンボジアを対象としたのは、インドにおける宗教、カー

スト、社会的ネットワークの強さによる異質性が保険スキームの選択にどのような影響を与え

ているのかを、そのような要素の影響が無いカンボジアとの比較により明らかにするためであ

ったが、インド側の都合により調査が不可能になったので、調査対象をバングラデシュに変更し

た。また、以上のような支払い意志額の推計だけでは、需要者の便益は推計できても、新たなス

キームを実施するための費用については考慮されないため、保険運営機関と協力することによ

り、新たなスキームの実施による費用を推計することにより実現可能性を検討する。これが、第

二の課題である。 

すでに述べたように、従来の研究では、CBHIスキームを属性の束として総合的に捉えた

うえで、異なる属性ごとに評価するという研究は、当初の段階では行われていなかったし、

潜在的購入者の社会的・人口学的特性の異質性を考慮することもできていなかった。本研究

は、従来の研究が看過していた、これらの問題点を克服できる点に新規性があった。 

 また、LCMは、環境評価や保健分野における多くの研究で用いられているが、本研究の

テーマである小口保険に対する選好の評価に適用したのは、我々が知る限り、ほとんど行わ

れていない。 

 
３．研究の方法 

上記目標を達成するために、平成28年度、29年度においてカンボジア農村を対象に、選択的

実験の手法を用いて、約400世帯の標本世帯を対象に、現行のCBHIプ ログラムに代わる新し

いスキームに対する支払い意思額の推計を行うと同時に、標本世帯の家計特性の差による保険

プログラムへの選好を分析するための家計調査、および、時間選好、リスク選好を計測するた

めの実験を行い、歯科の外科治療、慢性的疾病を保険でカバーすること、民間の開業医をもサ

ービス・プロバイダーに含めること、および、保険の運営方法を改善することに対する支払い

意思額を推計した。 

また、慢性的疾病を保険でカバーする、民間の開業医をもサービス・プロバイダーに含める

などの新しいプログラムを実施するためには、追加的費用もかかるので、対費用効果を検討す

るため、平成30年度に、別途、データを収集し、これらの項目を追加した場合の費用を推計し

た。 



 
４．研究成果 

平成28年度、29年度に実施したLCMによる分析の結果、被験者は３つのクラスに分けられる
こと、このうち、最もCBHIに関心が強いと考えられるグループは全体の25％で、これらの被験
者の場合、民間の開業医をもサービス・プロバイダーに含めること、歯の外科治療、慢性的疾
病を保険でカバーすることの順に、支払い意思額が高いことが明らかとなった。 
また、平成30年度に実施した調査、統計資料の分析により、CBHI実施の費用を推計し支払い
意思額と比較した結果、慢性的疾病を保険でカバーし、民間の開業医をもサービス・プロバイ
ダーに含め、保険の運営方法を改善することにより、CBHI参加者を増やすことが可能であるこ
と、および、持続可能であることが明らかとなった。 
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